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論 文 内 容 の 要 旨
血中のヨ- ド化合物には n-B utanol にて抽出されるヨー ドアミノ酸と, n-B u tanol にて抽出されない
ヨー ド化蛋白とが存在する｡ 著者は各種甲状腺疾患々者における, これら血中ヨー ド化合物の変動と病態
生理学的意義について検討して次の結果を得た｡
1) 血嚢中 n-B u tanol 可溶性ヨー ド化合物について n-B utanol によって抽出されたヨー ド化合物を
P aperchrom atography にて分離し, 折紙上の 127Ⅰ化合物を C eric su lfate arseniou s acid 反応,
F errichloride ferricyanide arseniou s acid 反応により染色して同定を行ない, 131Ⅰ化合物について
は, A utom atic C hrom atoscanner, R adioau tography によって同定を行なった｡ 127Ⅰ化合物について
は正常人, 単純性甲状腺塵, 甲状腺癌では T hyroxine(T 4) および無機ヨー ドのみを検出した｡ 未治療
の甲状腺機能先進症では全例に T 4 と無機ヨー ドを検出し, 12例中の 5 例に T riiodothyronine (T 3)
をも検出したが, T 3を検出した症例の P B I値は検出しない症例に比し高値を示した｡ 慢性甲状腺炎に
おいては仝例に T 4 と無機ヨー ドを検出し, 13例中 9 例に D iiodotyrosine(D IT ), M onoiodotyrosine
(M IT ) をも検出した｡ 甲状腺機能低下症の2 例において無機ヨー ドのみ検出し T ｡ は検出されなかっ
た｡ 131Ⅰ化合物については 131Ⅰ治療後の甲状腺機能先進症全例に 131トT 4 と無機 131Ⅰを検出し, 24例
車10例に 131IIT 3, 3例に 131トD IT , 1例に 131トM IT -を検出した｡ 131トT 3 を検出した症例の P B I値
は 13】トT 3 を検出しない症例のそれに比し高値を示したが, 131I-D IT , 131トM IT を検出した症例では
他に比して特異なる点を見出し得なかった. 甲状腺機能克進症の T SH 投与後の血中ヨ- ド化合物にお
いては 131トT 4, 131トT 3, 無機131Ⅰの増量が顕著であったが, 131トD IT , 131トM IT は検出さされなかっ
た｡ 1311 投与犬を用いて甲状腺静脈血中の 131Ⅰ ヨー ド化合物を検索したが, 131トT 4 と無機 131Ⅰ以外の
131Ⅰ化合物は検出されず T SH 投与後の 1例のみに 131トIodo-tyrosine を検出した｡
以上の成績から血奨中 n-B utanol 可溶性ヨ- ド化合物は正常では T ｡ および無機ヨー ドのみであっ
て, D IT , M IT は慢性甲状腺炎, 並に 131Ⅰ治療後の甲状腺機能先進症などの症例の一部においてのみ
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存在することが明らかにされた｡
2) 血党申 n-B utanol 不溶性ヨー ド化合物について, 正常人および各種甲状腺疾単著に 131Ⅰ投与後, 莱
梢血中の n-B utanol 不溶性 131Ⅰ化合物を B utanol 抽出法 Paperchrom atography, Starch block
electrophoresis 等を用いて検索した0 131Ⅰ投与後血党中 131Ⅰヨー ド化蛋白は比較的早期より出現して
以後24時間までは速やかに減少し以後再び増加して, 48時間以後にはほぼ一定した値を示す二相性の曲
線が認められた. 追跡量 131Ⅰ投与48時間後の正常人, 各種甲状腺疾患々者の血党中 131Ⅰヨー ド蛋白質
を比較し, 正常人にても少量の 131Ⅰヨー ド化蛋白を認めたが単純性甲状腺腫, 慢性甲状腺炎, 甲状腺
癌において 131Ⅰヨー ド化蛋白の増量が認められたO 又甲状腺機能克進症において治療量の 131Ⅰ投与時
は追跡量投与時よりも J3JI ヨ- ド化蛋白の増量する傾向が認められた. 電気泳動にて 131Ⅰヨー ド化蛋
白は A lbm ine 分割にあり, その酵素水解物の Paperchrom atography にて 131トM IT , 131トD IT の
ヨ- ドアミノ酸が検出されたO 甲状腺 13JI 摂取率および尿中 131Ⅰ排推量より算出される甲状線ホルモ
ン生産量と血頚中ヨー ド化蛋白量の関係の検索より単純性甲状腺産, 慢性甲状腺炎, 甲状腺癌の甲状腺
ホルモン生産量にはT 4, T 3 以外に可成多量のヨー ド化蛋白の存在が推定された｡ 又血兼と無機 131Ⅰと
の In vitro における Incubation によって 131Ⅰヨー ド化蛋白の生成が認められ, 甲状腺癌の症例にお
いて Ⅰ31Ⅰ静注投与後の血中 131Ⅰヨ- ド化蛋白量は経時的に二相性曲線を示したが, 甲状線全摘出後に
おいては24時間後に増量する第二相の曲線の消失が認められた｡ 以上の成績から 131Ⅰ投与後血穿中に
認められる 131Ⅰヨー ド化蛋白の第一相は末梢性のものであり, 第二相は甲状腺に由来するものと考え
られた｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は血中のヨー ド化合物の精細な分析を行なった｡ まず血清の n-B utanol 抽出物を Paperchrom a-
tography にて分離し, 127Ⅰ化合物は C eric sulfate arsenious acid 反応, および F errichloride ferrト
cyanide arsenious acid 反応にてヨ- ド化合物を染色同定し,131Ⅰ化合物は A utom atic chrom atoscanner,
R adioautography にて同定した｡ T SH 負荷前後の正常人および各種甲状腺疾患患者の末梢血ならびに正
常犬甲状腺静脈血中には T hyroxine および無機ヨー ドのみが認められたが, 甲状腺機能克進症のうち,
P B I の高い症例においてはそのほか T riiodothyionine が検出された｡ また D iiodotyrosine, M onoio-
dotyrosine が慢性甲状腺炎および 131Ⅰ治療後の甲状腺機能先進症において検出された. 次に血嚢中ブタ
ノ- ル不溶性ヨ- ド化合物について, 131Ⅰ投与後の 131Ⅰヨー ド化蛋白の血中濃度の経時的変動には二相性
曲線が認められ慢性甲状腺炎, 甲状腺癌, 単純性甲状腺塵にてことに高濃度の 131Ⅰヨ- ド化蛋白を検出
し, その病態生理学的意義についてヨー ド代謝面からの検討および Starch block electrophoresis, 甲状
腺癌摘出前後における比較検討などから血中濃度曲線の第二相には甲状腺に由来するヨ- ド蛋白が, 第-
相には末梢組織に由来するヨー ド蛋白が出現することを推論した｡
以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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